
｜枠登りの社

｜枠登りの社　内観

SITE１山車の展示と枠登り（ジャングルジム）を併設し杵築の未来を担うことども達の集いの場をつくる。

｜山車乃舎

SITE４舎：ひと休みをする宿、くつろぐ、等の意。杵築に住むひとびとがくつろぐ場、

     旅行者にとってひと休みをする場となり、新たな交流が生まれることを目指す。

｜十字路

SITE７人の交流を促す共用スペース。自由な動線と活発な活動を表現するリズミカルなデザインが新しい出会いを作る。

｜時を紡ぐ商家

｜時を紡ぐ商家　内観

SITE10 杵築を代表する景色と調和する伝統的な構えを持ちながらも、ひとたび中に足を踏み入れると

シンメトリーな配置と大きな開口部を持つ現代的でオープンなショップ空間が広がる。

｜足湯の庭

SITE11 観光で訪れた方と地域の人々との交流が自然と始まる、開かれたスペース。回廊から階段を上って武家屋敷エリアに

動線としてつながりを持たせる。着物姿の方でも一息付ける足湯。

｜行き交う宿場

SITE12 ギャラリーを併設し、立体的に配置した通り庭が宿泊者の独立性を保ちつつ、多様な空間を生み出す。

道路側の本館にて食事や入浴を行うことで、通り庭を行きかう人たちの交流が生まれる

｜大瓦屋根の祭り広場

SITE９表通りと志保屋の坂を行き交う人々に対して街の様々なイベントやアクティビティを発信する。

旗竿型の広場を持つ展示施設はイベントの拠点なる。

｜屋根の坂

SITE８情報と人が交錯するターミナル的宿泊施設。バス停が隣接し待ち合い空間を設けるとともに、

街のアクティビティーの拠点となる施設。

｜山車キッチン

SITE５坂を見ることができる新たな展望スペース。山車をモチーフにした食事ができる空間。

この山車キッチンは可動式でイベントの際には、会場に出向くことも可能である。

｜坂の間塾

SITE６文化を体験しワークショップを行うための「学習・交流施設」。世代を超えて、住む人や訪れた人の世代間交流の場となり、

地域文化の普及や継承に寄与したい。

｜よりどころ籠　

SITE２ 地域住民の日常的なコミュニケーションの場、滞在するアーティストの作品発表の場、

杵築を訪れる人の「立ち寄る」場となる。

｜坂道の庭

SITE３ 杵築のまちなみを “やわらかく” “ゆるやか” につなげるビオトープゾーン。

豊かな自然がアクセントとなり、街並みに彩りを与える。

｜大瓦屋根の祭り広場　展示室内観

「進化する杵築」へ向けて２つの提案
課題 1.　景観施策による 「固い」形態制限は居住者の生活の変化に対応しづらく

　　　　現在の空地活用の障害になる。

→提案 1.　視認性シミュレーションで場所毎に重み付けを与え、BIMを活用する

　　　　パラメトリックな「柔かい」形態制限を創出する。

課題 2.　拡幅に対して全長が短い表通りに賑わいを取り戻す。

→提案 2.　「通り庭ヴォイド」を設けて商空間に適した「表」を延長、拡張する。

これらを「杵築　BIM-DESIGN CODE」として策定、ここに１２のサンプルを提示する。

前田建設工業株式会社／株式会社ユニマットリック／
株式会社久慈設計／東洋建設株式会社／
レボリューション･ゼロ／グラフィソフトジャパン株式会社／
株式会社ダイテック／株式会社アドバンスドナレッジ研究所
株式会社イズミシステム設計／エイコネックス・ジャパン株式会社
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